
 

体を使って表現する 

大好きなアンパンマンの人形を“電車に乗せて走らせたい”と自分のイメージを膨らませようと 

頑張る Y くん。電車の平らなところは上手く乗るものの、丸くなっている面は落ちて 

しまいます。そして走らせるとすぐに転がってしまう人形たち…。 

そのもどかしさをのけぞったり、泣いたりして訴えている場面。まだまだ言葉を獲得しようと 

している途中です。 

「これがしたい」と感情や要求はあるものの、それを言葉で表現できないもどかしさから泣く

（からだを使って）という手段を選んでいる子どもたち。 

子どもが感じている困っていることやこうしたい！など、すぐに気づけるよう近くで観察 

しながら、サインがあったときはサポートにまわる保育士…。同時に気持ちを表す言葉を 

たくさん聞かせてあげながら言葉の獲得に繋げていきたいです。 

どうしてこの電車は 

乗らないんだ       

電車の上に 

アンパンマンを乗せたい！ 

あーーー！ 

どうしてできないんだ 

心が折れながらも何度も

何度もチャレンジ！ 

真剣なまなざしです☺ 


